
２００３ 公益社団法人日本造園学会関東支部大会 （無料）公開シンポジウム

民産官学連携の地域まちづくり

「めぶく。 前橋」

2023 １２/１０（⽇）
会場 前橋⼯科⼤学
1号館5階151講義室

所在地：群⾺県前橋市上佐⿃町460番地1(☎027-265-0111)

１４：００－ 基調講演
ランドスケープアーキテクチャーによる地域まちづくり

前橋⼯科⼤学 准教授 杉 浦 榮
１５：００－ 話題提供

⾼校⽣によるみどりのまちづくり
群⾺県⽴藤岡北⾼等学校 ⽥ 中 雅 紀

⺠間による地域の魅⼒づくり
（⼀社）前橋まちなかエージェンシー 代表理事 橋 本 薫

ランドスケープと造園技能
紅陵造園株式会社 代表取締役 ⼭ 宮 衛

デジタルグリーンシティ「めぶく。前橋のまちづくり」
前橋市⻑ ⼭ 本 ⿓

１５：４０－ 基調講演者と話題提供者による総合討議

※事前申し込み：https://jilakanto2023maebashi.peatix.com/（当⽇会場でも受付可能）

主催：⽇本造園学会関東⽀部 共催：前橋市

後援：前橋観光コンベンション協会・前橋⼯科⼤学・⽇本造園建設業協会群⾺⽀部

⽇本造園組合連合会群⾺⽀部・群⾺県造園建設業協会・前橋ガーデンクラブ・⽇本造園修景協会群⾺⽀部



２００３ 公益財団法人日本造園学会関東支部大会

民産官学連携の地域まちづくり 「めぶく。 前橋」

総合討議（プロフィール）

⽇本造園学会関東⽀部⼤会を前橋⼯科⼤学で開催することに伴い、
「⺠産官学連携の地域まちづくり「めぶく。前橋」をテーマに、⾒学会、
公開シンポジウムを企画しました。ランドスケープアーキテクチャーに
よる地域まちづくりの基調講演の後、⾼校⽣によるみどりのまちづくり
や、⺠間が主体となった地域の魅⼒づくり、みどりの担い⼿である造園
職能の実践、デジタルグリーンシティとしての前橋市の展望などの話題
を通じて、参加のみなさまと⺠産官学が連携したランドスケープデザイ
ンのあり⽅を深めていきます（関東⽀部⼤会実⾏委員⻑ 森⽥哲夫）。

山 宮 衛

紅陵造園株式会社代表取
締役庭師。前橋高等職業
訓練校造園学科非常勤講

師、（一社）日本造園組
合連合会群馬県支部副支
部長。米ナッシュビル・

松霧園の造園工事に従事。
ものづくりマイスター
（厚生労働省）として造
園技能の普及啓発に国内

外で精力的に活躍。群馬
県知事賞、第31回技能グ
ランプリ金賞（厚生大臣
表彰）受賞など。

橋 本 薫

前橋まちなかエージェン
シー代表理事。前橋工科
大学・共愛学園前橋国際

大学非常勤講師。まえば
しガレリアの事業主とし
て不動産開発と管理運営

を行う。コミュニティデ
ザイン活動を通しまちづ
くりと市民を繋ぐ組織を
運営。2019関東商工会
議所連合会ベストアク
ション賞、2022ふるさ
と名品オブザイヤー地域
創生賞など。

山 本 龍
前橋市長（2012～）。
早稲田大学商学部卒。

群馬県議会議員を経て
現職。2005全国都道府
県議会議長会永年勤続
表彰。2017ぐんまけん
功労者表彰（地方自治
功労）など。

田 中 雅 紀

群馬県立藤岡北高等学
校 教諭（環境土木科
ガーデニングコース）。

高等学校の教育活動と
して「藤岡市の都市公
園における樹木構成の

分析及びバリアフリー
調査研究」や全国造園
デザインコンクール・
造園学会学生公開デザ

インコンペの作品制作
を指導。地域連携を通
し課題発見・課題解決
型の学習を目指す。

前橋⼯科⼤学 准教授、S２ Design and Planning 代表。
学術と実務の両領域で活動を展開。グッドデザイン賞2017ベスト100及
び同賞2009、2007、横浜•⼈•まち•デザイン賞まちなみ景観部⾨、⽇本
建築学会北陸建築⽂化賞、⽇本造園学会設計作品部⾨研究奨励賞及び
同学会ランドスケープ作品選集など多数選出。
基調講演「ランドスケープアーキテクチャーによる地域まちづくり」
では、ランドスケープアーキテクチャー が近代都市の形成において果
たした役割と影響を振り返り、現代都市のありようや次世代の地域や
まちづくりに対し、どのような展開や役割を成していく可能性がある
かを実践的な試みや遂⾏するプロジェクトなどを交えて紹介する。

基調講演 杉 浦 榮

写真


